










































	 共生（きょうせい、Symbiosis あるいは Commensal）とは、複数種の生物が相互関係を持ちながら同所的に
生活する現象。共に生きること。




という。その最新の研究とは、久保輝幸「Lichen は如何にして地衣と翻訳されたか」『科学史研究』第 II 期、48
（249）,	1-10,	2009 であるという。それによれば、「A.	de	Bary は 1879 年、生物の共生を意味する新術語 symbiose
（symbiosis）を発表し、近代生物学における相利的共生の発見となった」。また、三好学「ライケン通説」『植物研





















であろう。なお、有島 1963 は有島武郎の共生農場について言及したものと見られる。また、山崎 1969 には、「村
落や横丁の『長屋』といった共生の場所」などという表現があり、ここでの共生は特別な意味を与えられてはいな
い。日本にかつてあった長屋などの親密な共同体が、共生の場所であるというのである。
　注目すべき共生の用例は、小内 19991 が詳しくまとめているが、ここでは、1936 年にパークが共生を論じ、
1973 にイリイチが「convivality」を提唱したことを紹介するにとどめる。





























































































































































四無量 対治 自性 行相（ありさま）
慈 怒り 怒りのないこと 有情たちは、楽しんでいる
悲 害心 怒りのないこと 苦しんでいる












































AKBh: Vasubandhu, AbhidharmakozabhASya. P.Pradhan ed., Tibetan Sanskrit Works Series 8, Patna, 1967.
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1 なお、類似のタイトルを持つ村井 2005 は、小内 1999 も参考文献としてあげているのだが、参考文献の枠内にはとどまらな
いくらい、論のはこび、細かな表現までもが極めてよく類似している。共にオンラインでダウンロードが可能である。
2 E. Fromm, the Fear of Freedom, 1942, 136.
